
PTEGキット
経皮経食道胃管挿入術用キット

消化器内視鏡

医療機器承認番号： 22200BZX00821000

経腸栄養法、腸管減圧法としてー

PEG困難症例に適応可能

 PAT.



患者ストレスを軽減
鼻腔や咽頭にカテーテルがないため、疼痛や違和感等の
ストレスを軽減します。

管理が容易
造設後の管理が容易で、在宅の管理にも適しています。

PTEGキットはPTEGを安全・確実に行うための造設・交換キットです

PTEG
（Percutaneous Trans-Esophageal Gastro-tubing）
経皮経食道胃管挿入術は、頸部食道瘻を造設し、
チューブを留置する手技です。

▲

PEG困難症例に適応可能
経腸栄養法、腸管減圧法として、胃切除後、腹水貯留、胃前壁
が腹壁に近接できない等の理由でPEGの造設が困難な症例
に適応可能です。

禁 忌
1） 肝硬変の患者（食道静脈瘤があるか疑われる患者等）
2） 血液凝固能に異常を認める患者（血液抗凝固剤を投与
している患者等）

3） 穿刺経路の確保が困難な患者
4） 反回神経麻痺の既往があるか疑われる患者

PTEGキット 経皮経食道胃管挿入術用キット

PTEG造設方法

経鼻的に挿入した非破裂型の穿刺用
バルーンカテーテルにより、食道を
拡張、エコー下に穿刺し、カテーテル
を留置します。
PTEGキットには当社独自の非破裂
型の穿刺用バルーン（RFB）カテーテ
ルを採用。穿刺後もバルーンは破裂
しません。

ガイドワイヤケースにスライダーを設けました。
ガイドワイヤの穿刺針への挿入が容易です。

PTEGのメリット
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造設キット

製品番号

セット内容

梱包
単位 JANコード

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

穿刺用バルーン 
カテーテル

穿刺用バルーン 
折りたたみ補助具 穿刺針 ガイドワイヤ

Ⅰ 
ガイドワイヤ

Ⅱ 
8Fr 

ダイレータ
18Fr ピール

アウェイシース 
ダイレータ 

PTEG用 
瘻孔閉塞防止器具

14Fr×70cm 
バルーン注入容量 

10mL
ポニョラーTM 18G×15cm ストレート型 

0.035"×200cm
J型 

0.035"×100cm 25cm

16Frダイレータ
（15cm） 

+
18Frピールアウェイ 

シース（10cm）

レスキュー
チューブTM

MD-46120A ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 1セット
／ 

ケース

4545499064226

MD-46130 ー ー ー ー ー ◯ ◯ ー 4545499057433

1. 2. 3.

穿刺用バルーンカテーテルの使用前準備

穿刺用バルーンカテーテルをプライミ
ングします。

コックを開放状態のまま（手元側）、 
穿刺用バルーンカテーテルを  
ポニョラー™に押し込みます。  
その後、シリンジで強く吸引します。

コックを閉め（手元側）、ポニョラー™か
ら、穿刺用バルーンカテーテルを抜き
ます。

ポニョラー™（穿刺用バルーン折りたたみ補助具）の使い方

ポニョラー ™

①

②

③

④
⑤

⑦

⑧

⑥

仕　様

【EOG滅菌済】

医療機器承認番号： 22200BZX00821000 クラス分類Ⅲ



PTEGキット
経皮経食道胃管挿入術用キット

※製品の規格・外観・その他を改良するために、予告なく仕様を変更することがあります。

【製造販売業者】
【お問い合わせ先電話番号】 東　京　☎��-����-����

札　幌　☎����-��-����
仙　台　☎���-���-����
北関東　☎����-��-����

大　阪　☎��-����-����
名古屋　☎���-���-����
広　島　☎���-���-����
福　岡　☎���-���-����

PTEGキット

sumiusは住友ベークライト株式会社の登録商標です
2022.3.0 L:AD461:JA:5:O:1610

関連製品

製品ラインナップ－留置カテーテル／ボタンタイプ&チューブタイプ

種　類 製品番号 チューブ
外径 有効長 仕様 ISO 

80369-3 梱包単位 JANコード

接続
チューブ MD-46180A 6.1mm 60cm 留置カテーテル

ボタンタイプ用・クランプ付 ◯ 5本
／ケース 4545499070944

【無滅菌】

医療機器届出番号：14B1X10030000013  クラス分類Ⅰ

15Fr × 90cm

留置カテーテル 減圧用チューブタイプ
12Fr×115cm バルーン付

留置カテーテル 減圧用チューブタイプ
15Fr×90cm

15Fr × 70cm

留置カテーテル ボタンタイプ

15Fr × 45cm

15Fr × 30cm

接続チューブ 

PTEG用接続チューブ
種　類 製品番号 仕様 梱包単位 JANコード

固定バンド MD-46181 留置カテーテル／ボタンタイプ用 5本／ケース 4545499057518
【無滅菌】

PTEG用固定バンド

仕　様

種　類 製品番号
セット内容

ISO 
80369-3 梱包単位 JANコードカテーテル径 カテーテル長 バルーン 付属品

スタイレット ガイドワイヤ 接続チューブ 固定バンド

留置カテーテル／
ボタンタイプ

MD-46113A

15Fr/5.0mm

30cm ー
25.5cm ー

6.1mm
×

60cm
◯ ◯

1セット／ケース

4545499070869
MD-46163A ー アングル型 / 0.035"×100cm 4545499070876
MD-46115A

45cm ー
40.5cm ー 4545499070883

MD-46165A ー アングル型 / 0.035"×100cm 4545499070890
MD-46167A 70cm ー ー ストレート型 / 0.052"×200cm 4545499070906
MD-46169A 90cm ー ー ストレート型 / 0.052"×200cm 4545499070913

留置カテーテル／ 
減圧用チューブタイプ

MD-46102 12Fr/4.0mm 115cm ◯（注入容量15mL）

ー

アングル型 / 0.035"×240cm

ー ー

ー 4545499057303
MD-46104 15Fr/5.0mm 90cm ー アングル型 / 0.035"×200cm ー 4545499057327

留置カテーテル／腸管減圧用チューブタイプ MD-46106 14Fr/4.7mm 300cm ◯（注入容量20mL） 腸管減圧用 / 0.049"×350cm ー 4545499070937
留置カテーテル／栄養用チューブタイプ MD-46108 15Fr/5.0mm 90cm ー アングル型 / 0.035"×200cm ◯ 4545499070920

【EOG滅菌済】

分類番号・分野：167 交換用経皮経食道胃管カテーテル　クラス分類Ⅲ医療機器承認番号：22200BZX00821000

症例に合わせて種々の留置カテーテルを選択できます ※附属品は、下記の品番表をご確認下さい。

留置カテーテル 栄養用チューブタイプ
15Fr×90cm 誤接続防止タイプ 

（ISO 80369-3）

種　類 製品番号 チューブ外径 有効長　 仕様 梱包単位 JANコード
レスキューチューブ MD-46184 12Fr/4.0mm 10cm － 10本／ケース 4545499070951

【EOG滅菌済】

PTEG用瘻孔閉塞防止器具 医療機器承認番号：22200BZX00821000  クラス分類Ⅲ

誤接続防止タイプ
（ISO 80369-3）

留置カテーテル 
腸管減圧用チューブタイプ
14Fr×300cm


